2011/10/24 13:10
１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０


国際グループ　基本方針（案）Ｖｅｒ．３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



　副理事長：齋藤　秀和
　　　　　　　　　　　議長：三沢　慶洋
　　　　　　　　　　　副議長：佐藤　貴博



　室長：安藤　太一郎
　山形青年会議所は２０１０年に山形ブロック協議会をはじめ、東北地区協議会内全ての会員会議所からのご推薦をいただき、ＪＣＩ　ＡＳＰＡＣの国内ＢＩＤ権（誘致権）を得ました。そしていよいよ本年のＪＣＩ　ＡＳＰＡＣ香港大会で国際ＢＩＤ権（招致権）の獲得に挑みます。私たちにとって大きな飛躍となるこの大会をメンバー全員で参加し、山形大会開催の機運を更に高めていく必要があります。ＡＳＰＡＣ開催の夢が目標に大きく一歩近づくこの１年を私たち国際グループはＬＯＭ内の全メンバーを大きなうねりで巻き込みながら、しっかりと歩みを進めていきます。

　国際化が進むなか、私たちがＡＳＰＡＣ　山形大会の開催に向けた活動を行なうなかでグローバルスタンダーを身に付け、やまがたへ発信することにより「観光立市ＹＡＭＡＧＡＴＡ」の創造に大きく近づけます。国際的組織であるＪＣのスケールメリットを活かし「観光立市ＹＡＭＡＧＡＴＡ」の推進を図るべく、私たちは２００８年に四維ＪＣ（台湾）、２０１１年に香港シティ・レディＪＣ（香港）と海外姉妹ＪＣの２つの海外ＪＣと姉妹締結を行いました。本年のＡＳＰＡＣ香港大会、世界会議台北大会ともに海外姉妹ＪＣ締結先での開催です。より深い友好関係を築くとともに、国家・人種・宗教を超えて同じ「ＪＣＩ綱領」を唱える仲間として、アジア・太平洋地域との相互理解も深めていきます。本年もＪＣＩ・日本ＪＣをはじめ多くの出向者を輩出します。各出向先での任務は基よりＡＳＰＡＣ山形大会の招致・開催に向けたネットワークや協力関係の構築が望まれます。またＪＣ運動はよく「不連続の連続」と表現されますが、単年度制のなかにおいて先輩方が各出向先で紡いで繋いできてくださったコネクション襷を現役メンバーが活かしながら、山形ＪＣの歴史と伝統を引き継ぎ、出向するメンバーがそれぞれの出向先において全力で活動できるよう、各種大会において積極的な支援活動を行います。
各種大会に参加したＬＯＭメンバーの笑顔は、出向先において活躍するメンバーにとって何よりの力になります。多くのメンバーで参加できる環境を整えていきます。

私たち国際グループはＡＳＰＡＣ準備会議と渉外支援委員会が両翼となり観光立市に向け果敢に挑戦し行動することで、グループ全体の力を如何なく発揮し、豊かな国際感覚力ある山形（ＹＡＭＡＧＡＴＡ）を創造します。
[基本テーマ]

グローバルスタンダードが「やまがた」を変える
世界へ通用する「観光立市ＹＡＭＡＧＡＴＡ」の創造

[重点事項]
1． ＪＣＩ ＡＳＰＡＣ招致に向けた事項
2． 海外シスターＪＣに関する関する事項
3． 出向者の支援に関する事項
4． 各種大会・対外事業の渉外活動に関する事項
Ｖｅｒ．２締切日：２０１１年１０月２１日（金）　正午
１０月　４日（火）　第２回役員予定者会議にて協議①

１０月２４日（月）　第３回役員予定者会議にて協議②
１１月２１日（月）　第４回役員予定者会議にて審議
